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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）頂部表面（４４）を有する中間領域（２９）；
　（ｂ）前記中間領域（２９）に第１の近位側部分（３６）で連絡しており、該中間領域
（２９）からベルトの移動方向（３５）に第１の遠位側部分（４１）へ延びる複数の第１
の連結端部（３２）であって、各第１の連結端部（３２）は第１の横方向厚み部（３４）
を有する第１の連結端部（３２）を提供する対向する側壁（３３）をそれぞれ有しており
、前記対向する側壁（３３）どうしの間で横方向厚み部（３４）を通る第１のピボット・
ホール（６８）をそれぞれ有している複数の第１の連結端部（３２）；並びに
　（ｃ）前記中間領域（２９）に第２の近位側部分（４５）で連絡しており、該中間領域
（２９）から第１の連結端部（３２）とは反対方向に第２の遠位側部分（４８）へ延びる
複数の第２の連結端部（３８）であって、各第２の連結端部（３８）は第２の横方向厚み
部（４９）を有する第２の連結端部（３８）を提供する対向する側壁（４３）をそれぞれ
有しており、前記対向する側壁（４３）どうしの間で横方向厚み部（４９）を通る第２の
ピボット・ホール（７１）をそれぞれ有している複数の第２の連結端部（３８）；を有し
てなるベルト・モジュール（２３、２６）であって、
　前記第２の連結端部（３８）は第１の連結端部（３２）と相補的に配置（offset）され
て、１つのベルト・モジュール（２６）における各第１の連結端部（３２）どうしが、隣
接するベルト・モジュール（２３）における各第２の連結端部（３８）どうしの間に規定
されるスペースの中に嵌り合うことによって、隣接して配置されるベルト・モジュール（
２３、２６）どうしを連結することができること、
　第１のピボット・ホール（６８）は、頂部表面（４４）に対して実質的に平行に配置さ
れた第１の壁部（２０３）及び前記第１の壁部（２０３）に対して第１の鋭角（θ）をな
して配置された第２の壁部（２０９）を有して形成され、前記第１の壁部（２０３）及び
第２の壁部（２０９）は前記第１のピボット・ホール（６８）の対向する端部に配置され
た第１及び第２の湾曲した壁部（２１５、２１８）によって互いに連絡されていること、
　第２のピボット・ホール（７１）は頂部表面（４４）に対して実質的に平行に配置され
た第３の壁部及び前記第３の壁部に対して第２の鋭角（θ）をなして配置された第４の壁
部を有して形成され、前記第３の壁部及び第４の壁部は前記第２のピボット・ホール（７
１）の対向する端部に配置された第３及び第４の湾曲した壁部によって互いに連絡されて



(2) JP 2008-510670 A5 2008.10.2

おり、前記第１の鋭角（θ）及び第２の鋭角（θ）は鏡映的（reflective）であること、
　前記第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は第２の湾
曲した壁部（２１８）に隣接して配置されるロッド受け部（７２）を有しており、前記第
１及び第２のピボット・ホール（６８、７１）はロッド受け部（７２）から第１の湾曲し
た壁部（２１５）の方へロッド受け部（７２）から遠ざかる向きに狭くなることを特徴と
するベルト・モジュール（２３、２６）。
【請求項２】
　中間領域（２９）には硬化ウェブ（６５）が設けられていることを特徴とする請求項１
に記載のベルト・モジュール（２３、２６）。
【請求項３】
　ベルト・モジュール（２３、２６）において、頂部表面（４４）とは反対の側に硬化ウ
ェブ（６５）が設けられていることを特徴とする請求項２に記載のベルト・モジュール（
２３、２６）。
【請求項４】
　第１及び第２の鋭角（θ）は約３０°である請求項１～３のいずれかに記載のベルト・
モジュール（２３、２６）。
【請求項５】
　第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は頂部表面（４
４）に対して鋭角に設けられていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のベ
ルト・モジュール（２３、２６）。
【請求項６】
　第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は円錐形状に近
い長円形の形状を有することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のベルト・モジ
ュール（２３、２６）。
【請求項７】
　第１のピボット・ホール（６８）と第２のピボット・ホール（７１）とはオーバーラッ
プしており、隣接するモジュール（２３、２６）どうしを連結させた場合に、第１のピボ
ット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）のそれぞれの実質的に丸い部
分（７２）が互いに位置合わせされて配置されることを特徴とする請求項１～６のいずれ
かに記載のベルト・モジュール（２３、２６）。
【請求項８】
　（ａ）頂部表面（４４）を有する中間領域（２９）、前記中間領域（２９）に第１の近
位側部分（３６）で連絡しており、該中間領域（２９）から第１の遠位側部分（４１）へ
ベルトの移動方向（３５）に延びる複数の第１の連結端部（３２）であって、各第１の連
結端部（３２）は第１の横方向厚み部（３４）を有する第１の連結端部（３２）を提供す
る対向する側壁（３３）をそれぞれ有しており、前記対向する側壁（３３）どうしの間で
横方向厚み部（３４）を通る第１のピボット・ホール（６８）をそれぞれ有している複数
の第１の連結端部（３２）；及び前記中間領域（２９）に第２の近位側部分（４５）で連
絡しており、該中間領域（２９）から第２の遠位側部分（４８）へ第１の連結端部（３２
）とは反対方向に延びる複数の第２の連結端部（３８）であって、各第２の連結端部（３
８）は第２の横方向厚み部（４９）を有する第２の連結端部（３８）を提供する対向する
側壁（４３）をそれぞれ有しており、前記対向する側壁（４３）どうしの間で横方向厚み
部（４９）を通る第２のピボット・ホール（７１）をそれぞれ有している複数の第２の連
結端部（３８）を有してなる複数のベルト・モジュール（２３、２６）であって；
　前記第２の連結端部（３８）は第１の連結端部（３２）と相補的に配置（offset）され
て、１つのベルト・モジュール（２６）における各第１の連結端部（３２）どうしが、隣
接するベルト・モジュール（２３）における各第２の連結端部（３８）どうしの間に規定
されるスペースの中に嵌り合うことによって、隣接して配置されるベルト・モジュール（
２３、２６）どうしを連結することができる複数のベルト・モジュール（２３、２６）；
並びに
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　（ｂ）隣接するベルト・モジュール（２３、２６）における第１及び第２の連結端部（
３２、３８）の第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）を
通って配置されるピボット・ロッド（８０）
を有してなるモジュール式ベルト（２０）であって、
　第１のピボット・ホール（６８）は、頂部表面（４４）に対して実質的に平行に配置さ
れた第１の壁部（２０３）及び前記第１の壁部（２０３）に対して第１の鋭角（θ）をな
して配置された第２の壁部（２０９）を有して形成され、前記第１の壁部（２０３）及び
第２の壁部（２０９）は前記第１のピボット・ホール（６８）の対向する端部に配置され
た第１及び第２の湾曲した壁部（２１５、２１８）によって互いに連絡されていること、
　第２のピボット・ホール（７１）は頂部表面（４４）に対して実質的に平行に配置され
た第３の壁部及び前記第３の壁部に対して第２の鋭角（θ）をなして配置された第４の壁
部を有して形成され、前記第３の壁部及び第４の壁部は前記第２のピボット・ホール（７
１）の対向する端部に配置された第３及び第４の湾曲した壁部によって互いに連絡されて
おり、前記第１の鋭角（θ）及び第２の鋭角（θ）は鏡映的（reflective）であること、
　前記第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は第２の湾
曲した壁部（２１８）に隣接して配置されるロッド受け部（７２）を有しており、前記第
１及び第２のピボット・ホール（６８、７１）はロッド受け部（７２）から第１の湾曲し
た壁部（２１５）の方へロッド受け部（７２）から遠ざかる向きに狭くなることを特徴と
するモジュール式ベルト（２０）。
【請求項９】
　中間領域（２９）には硬化ウェブ（６５）が設けられていることを特徴とする請求項８
に記載のモジュール式ベルト（２０）。
【請求項１０】
　ベルト・モジュール（２３、２６）において、頂部表面（４４）とは反対の側に硬化ウ
ェブ（６５）が設けられていることを特徴とする請求項９に記載のモジュール式ベルト（
２０）。
【請求項１１】
　第１及び第２の鋭角（θ）は約３０°である請求項８～１０のいずれかに記載のモジュ
ール式ベルト（２０）。
【請求項１２】
　第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は長く設けられ
ている請求項８～１１のいずれかに記載のモジュール式ベルト（２０）。
【請求項１３】
　第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は頂部表面（４
４）に対して鋭角に設けられていることを特徴とする請求項８～１２のいずれかに記載の
モジュール式ベルト（２０）。
【請求項１４】
　第１のピボット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）は円錐形状に近
い長円形の形状を有することを特徴とする請求項８～１３のいずれかに記載のモジュール
式ベルト（２０）。
【請求項１５】
　第１のピボット・ホール（６８）と第２のピボット・ホール（７１）とはオーバーラッ
プしており、隣接するモジュール（２３、２６）どうしを連結させた場合に、第１のピボ
ット・ホール（６８）及び第２のピボット・ホール（７１）のそれぞれの実質的に丸い部
分（７２）が互いに位置合わせされて配置されることを特徴とする請求項８～１４のいず
れかに記載のモジュール式ベルト（２０）。
【請求項１６】
　複数のモジュール（２３、２６）がレンガ積みの様式で配置されることを特徴とする請
求項８～１５のいずれかに記載のモジュール式ベルト（２０）。
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